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 目玉のオバマケア代替案を撤回 

2017年3月24日、トランプ米大統領は目玉政策

の「オバマケア（医療保険制度改革法）代替案」

を撤回しました。オバマケアの見直しで削減し

た社会保障費を、法人減税やインフラ投資など

に充てる政策を描いていた政権の思惑が打ち

砕かれた格好となりました。 

この影響で先行き不透明感が強まり、足元、急

激にドル安（円高）が進みました。 

 トランプ相場に‘黄信号’？ 

2016年11月にトランプ氏が大統領選挙で勝利

して以降、株式市場は力強く上昇し、米ドル・円

相場は米ドル高（円安）の傾向を続け、「トラン

プ相場」を形成しました。 

その背景は、「法人減税やインフラ投資が米国

景気に追い風となる」という期待感でした。しか

し、今回の撤回でトランプ政権の先行きが不透

明となり、マーケットのリスク・オフ（リスク回避）

姿勢が強まっています。 

 注目集まるディフェンシブ株式 

不透明な環境下、マーケットがリスク・オフのモ

ードに入ると注目される投資対象のひとつに、

ディフェンシブ株式があります。 

ディフェンシブ株式とは文字通り、その他の業

種と比べて守りに強い傾向にある株式をいいま

す。具体的には、電力・ガス・水道などの公益

事業や食品・医薬品など生活に必要不可欠な

業種の株式です。これらの企業は、①景気の良

し悪しに影響されにくいため、その他業種に比

べて相対的に収益基盤が安定していること②

配当利回りが相対的に高い傾向にあることが

特徴です。 

公益企業の株式の直近の株価も、今回の「オ

バマケア代替案撤回」を受けた資金の退避先と

なり、比較的好調に推移しています。 

景気の動向によって受注や業績が変動しやす

く、結果として株価も変動しやすい銘柄群だけ

ではなく、相場不透明時の備えとしても保有で

きる「ディフェンシブ株式」にも注目しておきまし

ょう。 

 

 

トランプ政権混迷中の今、「ディフェンシブ」に注目 
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※MSCI 指数は、MSCI が開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利は MSCI に帰属します。また MSCI は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 

■足元の価格推移  

（現地通貨ベース、期間：2017 年 3 月 10 日～3 月 27 日） 

※MSCI 世界公益株式：MSCI 世界公益株価指数 NY ダウ：NY ダウ工業株 30 種平均、 

日経平均：日経平均株価 出所：ブルームバーグのデータを使用しピクテ投信投資顧問作成 


